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●私の言語体験
　マレーシア・ペナン州のジョー
ジタウンで生まれ、育ち、教育を受けた私は、言語とはいささか特異な出会いを経験してきた。幼い頃の私は、家族や近所の人たちとは、もっぱら私の母語 あり、中国の方言である福建語で話した。英語を話さない非華人系の人々との日常的なコミュニケーショ の場面では、マレーシアの公用あるマレー語を控えめに使った。私の弟妹やいとこたち 友人たちの一部は中国語学校に通ったが、私は、植民地期から一九七〇年代にいたるまで英語で 教育が行われていた公立学校に通った。間、小学生のときに「生徒 母プログラム」のも で、数年間、北京語の初歩を学んだ。
　こういうわけで、私は学校教育
を通じて、主に試験向け 正式なマレー語の能力を身につけ が当時の学校 先生達や生徒達、役人達と同じように、もっぱら英語
で話し、読み、書くようになった。アメリカの大学に進学する頃までには、私は、中国語についての正確な知識は持たないかわりに、マレー語 相応に そして英語には非常に通じるよう なっていた。
　ある意味でこれは、私を「どっ
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することによって、自らのアイディアを、世界の専門的な読者たちの基準に照らして厳密にテストすることも必要である。そうすることによってはじめて、自分のアイディアが国際的な学術界で必要とされる厳密性、独創性 創造性、深さ、新しさといった基準に照らしあわせて、批判的な吟味に耐えられるものであるかどうかを真知ることができる。
　発展途上国では、研究の基盤が







の言語で書 れたものから多くの恩恵を受け、またそこから多くを借用している。このことは、ラテンアメリカ発の独創的でチャレンジングな研究がなければ、経済発展をめぐる政治経済学研究がどれほど皮相的なものとなっていたを想像してみればわかるだろう第二に、英語の文献のなかでも、常に競合し合う複数のパラダイムや理論がある。実際、それはいかなる言語のものであれ、豊かで活力のある研究 生み出されていところであれば、自然かつ当然のことである。第三に 「国産」のパラダイムや理論は、国外 打っ
て出ることをしてみなければ、その真の価値も相対的な価値も評価することができないだろう。現代では、世界 どこであろうと、長期にわたって学術的な 「輸入代替」を続けることは困難になっている。第四 、研究者どうしの複数国にまたがる協力は、世界中に広がり、深まっている。このよ な研究協力の質は、資金の出し手関心や態度からの影響を受け かもしれない。だが、有能で意識的な研究者は、常に互いを尊重し対等な関係で協業できるも だ。そして最後に、言語それ自体が、ものの見方や世界観を決定してしまうわけでは い。いかなる言語においてであれ、人は 支配的な言説や、その背後にある実際的目的に対して服従すること できれば抵抗することもできる。●
 英語での執筆への前向きなアプローチ　私の個人的な経験が実際には私





 of Southeast 
A
sia が、現地語で書かれた論文の
要約―さらに最近で 論文全体を他の現地語および英語に訳出するという、ささやかながらも価値ある貴重な試みを行ってい だが、このような試みを定期的 、大規模に行うとなれば、多大な資源が必要になるだろう。
　おそらく、英語で書き、発表す
ることへの最も前向き アプローチは、英語で書くことがもつ創造的な側面と、そこ 人々がこめている期待とを強調することだろう。英語を書く いう努力の核心にあるのは、世界の教育と研究に対して新たな知見を提供し、研究の方向性や課題、それ 支えるネットワークの形成に加わう目的 ため 、国際 アカデミアの強さと限界に対して積極的に関わっていこうとする願 なのである。（クー・ブーテック／地域研究センター上席主任研究員・翻訳：新領域研究センター
　川上桃子）
